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議 事 概 要 

会議名 第５回鳥羽駅周辺エリア再生ビジョン検討部会  

日時／場所 2025 年 4 月 25 日(金) 13:30～15:30 ／ 鳥羽市役所西庁舎３階 中会議室（WEB併用） 

出欠 
（敬称略） 
 
■出席（対面） 

◆出席（web） 

□欠席 
*代理者出席 
（）内は代理出席者 

 

構成員   ■谷口優太 
 □江崎貴久  ■濱口輝満  ■吉川好信  ■世古素大 
 ■寺田貴晃  ■中村文哉  ■松田昭太郎  
 □小林克彰  ■西根さつき ■松川亮 ■重見昌利  
鳥羽市（TB） ■齋藤猛   ■浜崎政孝  ■木下大輔 
UR ﾘﾝｹｰｼﾞ(URL)  ■三宅博文  ■多賀真柄  □坂井綾子 
UR 都市機構(UR)  ■竹内豪   ■内山瑛祐 
REVIC(R) ■朝原宏樹 
日建設計(NS) ■犬塚紀和 ◆藤田真穂 ◆三宅エリザベス ■増橋佳菜 

 

概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ 要望・提案 

佐田浜の将来像について 

 佐田浜第一駐車場の敷地は、海への眺望も良いので、広場や観光施設として利用するのは理にかなっている。 

 鳥羽みなとまつりにおける観覧や出店に配慮した空間整備として欲しい。 

 佐田浜へのヘリポートの設置も視野に入れてはどうか。 

 個人所有の船が発着可能なヨットハーバーを整備してはどうか。 

 「鳥羽に来た」という感覚を味わえる駅前の空間として欲しい。 

 津波以外の災害にも留意して欲しい。 

 高齢の離島住民にとっては、マリンターミナルから駅前まで荷物を持って徒歩で移動することは負荷が大きい。 

 競りが行われる本物の鮮魚市場を観光市場に併設して欲しい。 

 船も含めた公共交通同士の乗換利便性を意識した動線を検討して欲しい。 

 海側から駅舎を経由して日和山まで接続可能な上空動線を整備すれば、鳥羽駅周辺から直接高台にアクセス可能

な避難経路となり、防災上も望ましいのではないか。 

 ５つの目標のうち防災を重視すると謳うにあたり、防災の観点を空間整備方針に反映する必要がある。 

 鳥羽の駅前に安価な宿泊施設があれば、現状伊勢等に宿泊している層にも鳥羽に滞在してもらえるのではないか。 

 クルーズ船による来訪者も重要なターゲットとして意識する必要がある。 

■ 質問 

 漁業振興はどのように反映されるのか。 

→ 観光市場の物販や飲食店舗機能が主に担う想定である。 

 旅館の送迎バスの乗降所も駅前の交通広場に集約する想定で検討しているのか。 

→ 空間活用の観点からは、それが望ましい。今後交通事業者と調整すべき事項である。 


